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新
入
社
員
の

初
任
給
は
手
取

り
平
均
で
16
万

円
そ
こ
そ
こ
ら

し
い
。
そ
の
内
７
割
の
人
が

親
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ

て
贈
る
。
優
し
い
現
在
の
若

者
た
ち
で
あ
る
。
大
卒
な
ら

年
齢
は
22
、
23
歳
で
あ
る
。

医
学
生
な
ら
ま
だ
学
部
生

で
、
親
の
世
話
に
な
っ
た
り

ア
ル
バ
イ
ト
で
糊
口
を
凌
い

で
い
る
。

　

医
者
や
歯
医
者
は
収
入
が

増
え
て
も
、
学
生
の
延
長
み

た
い
で
あ
り
た
い
。
収
入
は

自
己
投
資
と
し
て
学
術
研
鑽

の
費
用
に
消
え
、
意
気
高
揚

の
た
め
に
散
財
す
る
。

　

そ
の
う
ち
に
、
親
も
老
い

て
病
に
な
る
。
せ
め
て
身
に

着
け
た
技
術
で
親
孝
行
が
で

き
れ
ば
よ
い
が
、
加
齢
に
打

ち
勝
つ
医
術
は
少
な
い
。
親

の
病
気
も
治
せ
な
い
医
者
が

患
者
の
信
頼
を
得
る
に
は
、

最
先
端
の
医
療
技
術
以
上
の

も
の
が
必
要
に
な
る
。
情
報

化
時
代
の
患
者
は
、
医
療
知

識
を
ま
と
い
医
者
を
言
い
負

か
す
が
、
内
心
で
医
者
に
神

仏
の
姿
を
求
め
る
。

　

国
の
厳
し
い
財
政
的
制
約

の
中
で
医
療
現
場
は
医
療
事

故
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
。

神
仏
に
祈
り
た
く
な
る
の
は

医
者
の
方
か
も
し
れ
な
い
。

 

（
Ｓ
）

　明るい民主大阪府政をつくる会、大阪市を
よくする会は、５月17日午後６時45分から
大阪市・エルおおさかで「大阪市をなくした
らあかん　府民のつどい」を開く。中山徹奈
良女子大学教授が講演する。

５月17日に府民のつどい

　医療に「ゼロ税率」を適
用し、消費税10％への引き
上げ中止を求める署名にご
協力ください

今号同封

「
大
阪
都
構
想
」や「
総
合
区
」

へ
の
賛
否　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
、４
月
３
日
放
送
）

【大阪市内会場】
日時：７月21日（土） 
　　　午後６時30分～８時30分
会場：エルおおさか 
　　 　 京阪・地下鉄谷町線「天満橋」駅か

ら徒歩４分、京阪・ 地下鉄堺筋線
「北浜」駅から徒歩６分

講師： 大西祐一氏（大阪歯科大学歯学
部准教授）

定員：700人

【堺市内会場】
日時：７月21日（土）午後７時～９時
会場：サンクスエア堺 
　 　　JR阪和線「堺市」駅から徒歩３分
講師： 吉岡秀郎氏（大阪労災病院歯科

口腔外科部長）
定員：100人

■院内感染防止対策の研修会

会員対象「外来環」「院内感染対策」研修会

日時：６月16日（土） 
　　　午後６時30分～８時30分
会場：阿倍野区民センター　大ホール
　 　　 地下鉄谷町線「阿倍野」駅徒歩１分

地下鉄御堂筋線・JR「天王寺」駅、近
鉄南大阪線「あべの橋」駅徒歩８分

講師： 中原寛和氏（大阪市立大学歯科口
腔外科病院教授）

会費：3,000円　　定員：300人
内容： ①偶発症に対する緊急時の対応

②医療事故対策・対応等の医療
安全対策③院内感染防止対策

【当研修で認められる施設基準】
・外来環（院内感染防止対策含む）

※修了証発行する研修会のため、遅刻・早退された場合は修了証の発行はできません
※６月16日の「外来環」の研修会は、院内感染防止対策の研修を含みます

お申し込みは 電話06－6568－7731（歯科保険医協会）

■歯科外来診療環境体制加算の
　施設基準に係る研修会

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会　

事
務
局
長　

寺
内
順
子

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）

の
都
道
府
県
単
位
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、
６
月
以
降
に
は
18

年
度
保
険
料
（
税
）
が
決
ま
る
。
独
自
の
負
担
軽
減
を
行

う
自
治
体
も
あ
る
一
方
で
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
さ
ら
に

値
上
げ
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
都
道
府
県
化
の
問
題
点
と

課
題
に
つ
い
て
、
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
寺
内
順

子
事
務
局
長
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

年
度
国
保
料
を
世
帯
所
得
50
万
円

刻
み
で
試
算
す
る
と
殆
ど
の
自
治

体
で
国
保
料
が
低
所
得
世
帯
ほ
ど

値
上
が
り
と
な
る
傾
向
が
示
さ
れ

た
。

　

大
阪
府
で
は
国
保
加
入
者
の
約

８
割
は
所
得
が
０
円
か
ら
２
０
０

万
円
の
低
所
得
者
で
あ
る
。
大
阪

府
の
資
料
で
は
、
Ａ
）
一
人
当
保

険
料
大
阪
府
平
均
12
万
７
８
９
４

円
で
、
Ｂ
）
平
成
28
年
度
保
険
料

収
納
必
要
額
大
阪
府
平
均
12
万
８

１
９
１
円
よ
り
２
９
７
円
安
く
な

る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
が
、

Ｂ
）
は
法
定
外
繰
入
等
加
味
し
な

い
金
額
で
実
際
の
保
険
料
額
と
も

か
い
離
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
保

料
は
世
帯
所
得
、
世
帯
員
人
数
・

年
齢
等
で
計
算
す
る
の
で
、
平
均

で
ざ
っ
く
り
と
計
算
し
て
し
ま
う

と
問
題
点
が
見
え
な
く
な
る
の
で

注
意
が
必
要
だ
。

て
、「
統
一
保
険
料
」
を
は
じ
め

と
す
る
〝
大
阪
府
統
一
国
保
〞
を

目
指
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
統
一

保
険
料
を
目
指
し
て
い
る
の
は
、

現
時
点
で
は
47
都
道
府
県
中
、
大

阪
府
、
滋
賀
県
、
奈
良
県
、
広
島

県
の
４
府
県
で
あ
る
。「
統
一
保

険
料
」
と
す
る
た
め
に
は
各
市
町

村
が
独
自
に
実
施
し
て
き
た
「
一

般
会
計
法
定
外
繰
入
」「
条
例
減

免
制
度
」
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な

り
、
保
険
料
が
大
幅
に
値
上
げ
さ

れ
る
自
治
体
も
あ
る
。

加
入
者
の
８
割
低
所
得

　

１
月
10
日
に
市
町
村
国
保
担
当

課
長
会
議
で
大
阪
府
が
説
明
し
た

資
料
か
ら
、
市
町
村
の
２
０
１
７

医
療
費
水
準
を
無
視

　

新
制
度
は
、
都
道
府
県
が
財
政

運
営
を
し
、
各
市
町
村
が
実
務
を

担
う
こ
と
と
な
る
。
府
内
の
保
険

料
は
府
全
体
の
医
療
費
か
ら
公
費

や
前
期
高
齢
者
交
付
金
な
ど
を
差

し
引
い
た
「
都
道
府
県
事
業
費
納

付
金
」を
基
に
、市
町
村
毎
に
「
市

町
村
事
業
費
納
付
金
」
を
割
り
出

し
、「
標
準
保
険
料
率
」
を
計
算

す
る
。
各
市
町
村
は
「
標
準
保
険

料
率
」
を
参
考
に
、
割
り
当
て
ら

れ
た
事
業
費
納
付
金
を
全
額
集
め

る
た
め
の
保
険
料
を
算
出
す
る
。

　

大
阪
府
は
大
阪
の
ど
こ
に
い
て

も
同
じ
保
険
料
と
な
る
よ
う
、
各

市
町
村
の
医
療
費
水
準
を
無
視
し

　

「
究
極
の
民
主
主
義
で
決

ま
っ
た
」
―
―
。
３
年
前
の

住
民
投
票
で
大
阪
都
構
想
が

否
決
さ
れ
た
時
、
維
新
の
会

の
松
井
一
郎
代
表
（
大
阪
府

知
事
）
は
こ
う
述
べ
て
い

た
。
民
意
を
否
定
し
て
ま
で

「
再
挑
戦
」
に
固
執
す
る
の

は
な
ぜ
か
。

　

維
新
は
当
初
、
都
構
想
の

最
大
の
理
由
に
「
二
重
行
政

の
解
消
」
を
挙
げ
て
い
た
。

府
と
大
阪
市
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
無
駄
が
生
じ
て
い
る

か
ら
大
阪
市
を
廃
止
す
る
と

い
う
理
屈
だ
。
し
か
し
、
維

新
府
政
・
市
政
の
下
で
病
院

や
大
学
な
ど
公
立
の
施
設
の

統
廃
合
を
進
め
た
結
果
、
最

近
に
な
っ
て
松
井
氏
は
「
今

は
二
重
行
政
が
解
消
し
て
い

る
」
と
発
言
。「
二
重
行

政
」
論
が
都
構
想
推
進
の
口

実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
市
民
向
け
の

施
設
の
廃
止
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
縮
小
に
直
結
す
る
大
き

な
問
題
だ
。
３
月
末
で
閉
院

に
追
い
込
ま
れ
た
住
吉
市
民

病
院
は
、
地
域
を
支
え
る
小

児
・
周
産
期
医
療
の
拠
点
だ

っ
た
。
民
間
病
院
の
誘
致
が

と
ん
挫
す
る
な
か
、
跡
地
に

暫
定
的
に
開
設
し
た
市
立
診

療
所
で
は
出
産
も
入
院
も
で

き
な
く
な
っ
た
。

　

住
吉
市
民
病
院
の
顛
末
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
維
新

政
治
が
進
め
る
都
構
想
で
は

住
民
福
祉
の
充
実
は
期
待
で

き
な
い
。
大
阪
市
を
廃
止

し
、財
源
と
権
限
を
都
（
府
）

に
集
約
し
て
何
を
進
め
た
い

の
か
。
中
核
と
な
る
の
が
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）、

つ
ま
り
カ
ジ
ノ
開
発
だ
。

　

維
新
は
夢
洲
に
カ
ジ
ノ
を

誘
致
す
る
と
し
て
い
る
。
カ

ジ
ノ
を
建
設
す
る
と
な
る

と
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鉄
道
の

建
設
だ
け
で
も
５
４
０
億
〜

３
５
０
０
億
円
も
要
す
る
巨

大
な
公
共
事
業
を
進
め
る
に

は
、
府
民
・
市
民
向
け
の
福

祉
施
策
を
大
幅
に
縮
小
し
、

予
算
を
回
す
し
か
な
い
。
都

構
想
を
実
現
し
、
思
い
通
り

に
な
る
体
制
を
つ
く
り
た

い
、
と
い
う
の
が
維
新
の
本

音
だ
。

　

「
再
挑
戦
」
に
対
す
る
住

民
の
視
線
は
厳
し
い
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
４
月
３
日
に
発
表
し
た

世
論
調
査
で
は
、
都
構
想

「
賛
成
」
は
わ
ず
か
28
％
だ

っ
た
。
反
対
世
論
が
強
ま
る

な
か
、
維
新
は
住
民
投
票
の

目
途
が
立
て
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
予
定
し
て
い
た
今

秋
で
は
な
く
、
来
春
や
来
年

11
月
の
首
長
選
挙
と
同
日
実

施
な
ど
迷
走
し
て
い
る
。

　

15
年
の
住
民
投
票
の
時
に

は
、
維
新
を
除
く
す
べ
て
の

政
党
や
団
体
が
共
同
し
、
都

構
想
反
対
を
表
明
し
た
。
医

療
界
で
は
保
険
医
協
会
だ
け

で
な
く
、
医
師
会
や
歯
科
医

師
会
も
一
緒
に
な
っ
て
声
を

上
げ
た
。
２
度
目
の
住
民
投

票
を
断
念
さ
せ
る
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
団
体
・
個
人
が
総

結
集
し
、
維
新
政
治
に
ノ
ー

を
突
き
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
お
わ
り
）

住
民
投
票
断
念
へ
総
結
集
を

戸井逸美副理事長

迷走の
都
構想

②

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都構想に
賛成
28％

都構想に
賛成
28％

総合区
に賛成
19％

総合区
に賛成
19％

どちらにも
反対
42％

どちらにも
反対
42％

（大
阪
市
存
続
を
求
め
る
意見）

㊤

国保都道府県単位化の

課題
問題とと

■国民健康保険「都道府県化」の仕組み

都道府県

市町村

※値上げや徴収
強化に誘導

「標準的な収納率」
も提示

標準保険料率
を提示

※払えなければ財政
安定化基金から
借金・値上げへ
誘導　　　　　

納付金を完納

〝財政支援〟
で繰入金
削減競争

低
所
得
者
の
保
険
料
を
引
き
上
げ

低
所
得
者
の
保
険
料
を
引
き
上
げ

公費支出の削減を！


